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衆議院内閣委員会厚生労働委員会連合審査会ニュース 

平成 26.4.3 第 186回国会第１号 

 

4月 3日（木）、第１回の連合審査会が開かれました。 

 

 

（質疑者及び主な質疑内容）

近 藤 洋 介君（民主） 

・ノバルティスファーマ株式会社の薬事法違反事件につい

て、厚生労働省では今後どのように対応していくつもり

なのか、また、本事件が発生した理由をどのように考え

ているのか、田村厚生労働大臣の所見を伺いたい。 

・日本学術会議提言「我が国の研究者主導臨床試験に係る

問題点と今後の対応策」（平成 26年３月 27日）について、

この提言内容は独立行政法人日本医療研究開発機構法案

の枠内で実現可能ではないか、政府の見解を伺いたい。 

・臨床研究中核病院及びいわゆる国立高度専門医療センタ

ー（ナショナルセンター）において臨床研究を推進する

ための体制整備が必要と考えるが、菅国務大臣の所見を

伺いたい。 

 

杉 田 水 脈君（維新） 

・各省庁に分かれている医療分野の研究開発に係る予算を

独立行政法人日本医療研究開発機構（以下「機構」とい

う。）に集約することについて、その具体的なメリットに

ついて、政府の所見を伺いたい。 

・機構におけるレベルの高い人材について、その基準や具

体的な確保の方法について、政府の所見を伺いたい。 

・諸外国を見ると研究開発機関は地方にある例が多いが、

機構はどこに設立するのか、また、機構法案で東京都に

限定しているのはなぜか、政府の見解を伺いたい。 

 

清 水 鴻一郎君（維新） 

・総合科学技術会議があるにもかかわらず健康･医療戦略推

進本部を設置するのは、屋上屋を重ねることにならないか。

両者の住み分けをどのように図るのか、政府の見解を伺い

たい。 

・プログラムディレクター（ＰＤ）の公平な選考や研究内

容等の適正な評価を実現するために、どのような仕組を

導入することを検討しているか、伺いたい。 

・国立の研究機関をはじめとするいわゆるインハウス研究

の役割、位置付け及び予算管理の在り方について、政府

の見解を伺いたい。 

 

長 妻   昭君（民主） 

・独立行政法人日本医療研究開発機構での研究費の査定に

ついて、査定者の出身官庁等に有利な査定がされること

のないように透明性を確保する必要があると考えるが、

政府の考えを伺いたい。 

・独立行政法人理化学研究所の特定国立研究開発法人への

指定時期が４月中旬とされていることから、ＳＴＡＰ細

胞の研究論文の疑義に関する最終報告の発表をそれに間

に合わせたのではないかとの指摘があるが、野依独立行

政法人理化学研究所理事長の見解を伺いたい。 

・研究不正が生ずる背景や、研究現場で感じている問題点

について、野依同理事長の見解を伺いたい。 

 

新 谷 正 義君（自民） 

・米国ＮＩＨで導入されているグラントという制度のよう

に、我が国でも若手の優秀な研究者にチャンスを与え、

育てていく配慮が必要と考えるが、研究費の配分を行う

に当たっての今後の取組について、政府の見解を伺いた

い。 

・研究費の申請に対する機構の査定について、研究内容の

革新性をどのように確保するのか、政府の見解を伺いた

い。 

・知的財産権戦略に関しても研究者を支援する必要がある

と考えるが、独立行政法人日本医療研究開発機構におけ

る支援の方針について、政府の見解を伺いたい。 

 

 

 

１ 健康・医療戦略推進法案（内閣提出第 21号） 

  独立行政法人日本医療研究開発機構法案（内閣提出第 22号） 

・田村厚生労働大臣、菅内閣官房長官、加藤内閣官房副長官及び政府参考人並びに参考人に対し質疑を行いました。 

（参考人）独立行政法人理化学研究所理事長 野 依 良 治君 



本ニュースは、速報性を重視した概要版として事務局において作成しているものです。 

詳細な内容については会議録を御参照ください。 
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輿 水 恵 一君（公明） 

・日本製の医療品の国際市場におけるシェアを獲得するた

めの取組や、今後の国際市場の開拓のための戦略につい

て、政府の考えを伺いたい。 

・国内で開発した製品は、国内でサプライチェーンを構築

することが成長戦略として非常に重要であることから、

生産拠点の海外流出を防ぎ、国内産業としての定着を目

指す戦略が必要であると考えるが、政府の考えを伺いた

い。 

・難病の治療薬の開発は患者数が少ないために産業には結

びつきにくいと思われるが、推進の必要性は高いと考え

る。その点について政府の見解を伺いたい。 

 

中 島 克 仁君（みんな） 

・健康・医療戦略推進本部に加えて、独立行政法人である

日本医療研究開発機構を設立する必要性について、菅国

務大臣の見解を伺いたい。 

・医療分野の研究開発の司令塔機能の創設に関して、内閣

が一元的に管理する仕組を採用せず、なぜ独立行政法人

である同機構の設立という方法を用いたのか。また、将

来的に米国のＮＩＨのような仕組を採用するつもりなの

かどうか、菅国務大臣に伺いたい。 

 

井 坂 信 彦君（結い） 

・健康・医療戦略推進本部と総合科学技術会議は上下関係

にあるように感じるが、どのような関係にあるのか、菅

国務大臣の見解を伺いたい。 

・各府省等が予算要求を行う際、健康・医療戦略推進本部

と総合科学技術会議のいずれの方針に従って要求するこ

とになるのか。 

・総合科学技術会議が、健康・医療戦略推進本部の役割を

担うことによって不都合なことが生じるのか、菅国務大

臣の見解を伺いたい。 

 

高 橋 千鶴子君（共産） 

・両法案に基づく新たな医療分野の研究開発体制と米国の

ＮＩＨとの実質的な違いについて菅国務大臣の見解を伺

いたい。 

・来年度以降の予算における、トップダウン型の研究開発

予算と科学研究費補助金等のボトムアップ型の研究開発

予算のバランスについて、政府の考えを伺いたい。 

・両法案成立後、新しい医療分野の研究開発体制の下で成

果が得られたとき、その成果は国民に還元されるべきで

あると考えるが、菅国務大臣の見解を伺いたい。 

 

村 上 史 好君（生活） 

・国民の「健康寿命」の延伸等を成長戦略の一環として位

置付けることに違和感を覚えるが、健康・医療戦略推進

法案の目的及び基本理念において、あえて健康長寿社会

の実現を強調している理由は何か、菅国務大臣の見解を

伺いたい。 

・現在、内閣府の肥大化が問題視されており、安倍内閣に

おいても多くの会議体等が設けられている。肥大化によ

り機動性が失われてしまうので、機構の運営が軌道に乗

った後は、厚生労働省に移管すべきと考えるが、菅国務

大臣及び田村厚生労働大臣の見解を伺いたい。 

 


